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風荷重
ほぼゼロ

ペロブスカイト太陽電池

特徴①【曲がる】⇒風荷重はほぼゼロ
架台への負担が大幅減少

ペロブスカイト太陽電池

特徴②【軽い】⇒3分の1以下（当社比）
シリコン12.4ｋg/ペロブ4.0kg(目標3.0kg)

現在は躯体は
アルミ
⇒樹脂や
カーボンも
検討

現在は躯体は
2ｍ

⇒2026モデル
3ｍ

幅は共に
32㎝



+

ペロブスカイト太陽電池

特徴①【曲がる】+②【軽い】＝コスト削減+農作業性アップ
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ペロブスカイト太陽電池

特徴③【低照度でも発電】⇒曲面でも発電低下が少ない
⇒これまでの常識をうちやぶる【東西向き設置】

均等な影の移動は、
水田にも最適

作物の生育に好影響



ペロブスカイト

ペロブスカイト太陽電池

特徴③【低照度でも発電】⇒曇りの発電量が多い+一日の発電量が均一
⇒発電効率23％のシリコンと15％のペロブの年間発電量はほぼ同等⇒低い過積載率で良い



個々のペロブスカイト太陽電池モジュールが容易に着脱可能

ペロブスカイト太陽電池モジュールの日進月歩の開発状況に対応可能
設置された架台はそのままに、数年単位で随時、最新性能のタイプに交換が可能となります。

分離後のリサイクルが容易に
加速するサーキュラーエコノミーの観点からリサイクルが容易な構造。同時にペロブスカイトに含まれ
る鉛成分が自然界に排出されないことに最初から配慮。ペロブスカイト太陽電池は封止が阻害されると
水分と酸素に触れるので、発電が停止する。この特性を活用して常時発電量を監視⇒発電停止したパネ
ルをすぐに交換することが肝要。ちなみに1㎡のペロブスカイト太陽電池に含まれる鉛は0.4ｇ程度。地
域や条件で全く違うが、日本の平均的な自然環境中の土中における1㎡あたり深さ10cmの土壌中には、
平均的に約2.24グラムの鉛が自然に含まれていると推定。

「鉛フリータイプ」にも対応
将来的には現在研究開発の鉛フリータイプのペロブスカイト太陽電池モジュールに交換も可能。



ペロブスカイト太陽電池

【 】

ペロブスカイト太陽電池

【今後の展開】
2027年4月100MW工場完成

2030年1GW製造が積水化学から発表




